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（５・６号機低レベル滞留水の状況）



１．５・６号機 低レベル滞留水量※1の状況

地下水
30m3／日（5・6号機合計）
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Fタンクエリア貯留量
約8,500m3

５・６号機 低レベル滞留水量の合計約18,670m3（2022.12.15現在）
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R/B:原子炉建屋
T/B:タービン建屋
RW/B:廃棄物処理建屋

6号RW/B

6号Ｔ/B 5号Ｔ/B

Ｐ

Ｐ

Ｐ

海水配管及びケーブルトレンチ
約2,170m3（5・6号機合計）

6号R/B 5号R/B

5号T/B、6号T/BおよびRW/B
約8,000m3（5・6号機合計）

5号
RW/B

※１：5・6号機滞留水は，1－4号機滞留水と比べ放射能濃度が十分低いため，区別する目的で「低レベル滞留水」と記載する。

Nタンク

５・６号サブドレン設備
24時間運転中

RO

：地下水
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２．５・６号機 低レベル滞留水量の推移

• ２０１４年９月から２０２２年１２月までの５・６号機 低レベル滞留水量の推移は以下のとおり
滞
留
水
量
（
ｍ
３
）

日付

５・６号機 低レベル滞留水量の推移



3

３．F１タンクエリア群フランジ型タンク内包水移送について

Fタンクエリア位置図 F１タンクエリア図（現状）

Ｆ１タンクエリア（５・６号機滞留水貯留タンクエリア）のH・I・J群タンク(フラン
ジ型)の運用を停止するため，2021年7月より淡水化装置（以下，ＲＯという）によ
るタンク内包水の浄化処理を開始し、処理済水は構内散水，浄化処理時に発生するＲ
Ｏ戻り水を2022年10月末までに溶接タンクへ移送し，保管することにしている。

2022年6月20日よりＪ群タンクのＲＯ戻り水の溶接タンクへの移送を行い，2022年7
月8日に完了。

2022年10月20日よりＨ・Ｉ群タンクのＲＯ戻り水の溶接タンクへの移送を行い，
2022年10月28日に完了。これにより，Ｆ１タンクエリアフランジ型タンク群(21基)
のタンク内包水の移送は完了した。

移送完了
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タンク
内包水
ＲＯ濃縮

Hタンク
(フランジ型)

Iタンク
(フランジ型)

Jタンク
(フランジ型)

Kタンク
(溶接型)

Nタンク
(溶接型)

：実績線

タンク内包水RO濃縮

Jタンク⇒N3・N4タンク移送

N3・N4タンク
保管完了

Hタンク⇒N3・N4タンク移送

Iタンク⇒N3・N4タンク移送

４．F1タンクエリアフランジ型タンク内包水移送スケジュール

N3・N4タンク
保管完了
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＜参考＞５・６号機 サブドレン集水設備の稼働状況（2022年12月15日現在）

５･６号機

1～4号機

免震重要棟

既設サブドレン集水設備

：配管布設ルート（約1,900m）

5・6号機サブドレン設備は2022年３月28日より運用（移送）を開始
現在、計画点検のため全台停止中（2022年12月12日～12月21日）
点検終了後、12月下旬に稼働予定

：中継タンク設置済（2基） ：運転中のサブドレンピット・ポンプ(0箇所)
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No.90

No.89

No.87
No.80

No.74

：停止中のサブドレンピット・ポンプ(13箇所)

No.75

No.84No.92

No.95

No.96

No.97

No.71

No.72

：配管布設ルート（点検範囲）


